
　ドイツの首都・ベルリンと聞いて、皆さんが最初に思い浮かべる光
景は、「ベルリンの壁崩壊」だろうか。あるいは、少し肩の力を抜けば、
バーやクラブで夜通しパーティーをする「ナイトライフ」をイメージする
人もいるかもしれない。筆者は、今までドイツと特別な縁があるわけで
はなかったが、2017年８月下旬、東京で開催された「日独ヤングリー
ダーズ・フォーラム」に参加し、初めてドイツの同年代の人たちと交流
する機会に恵まれた。
　2006年から開催されているこのフォーラムを主催するのは、日・独
の外務省およびベルリン州政府の財政支援を基盤に運営されている
（公財）ベルリン日独センターだ。日本とドイツの若手人材（25～35
歳）を対象に、討論や交流を通して重要な社会的・政治的な見識を身
に付けてもらうことを目指しており、毎年ベルリンと東京交互で開催し
ている。今年は、政府機関、中央銀行、新聞社、商社、保険会社、国際
援助機関、研究機関、NGO/NPO、コンサルティング会社といったさ
まざまな分野から集まった18人の参加者が、合宿形式である講義を
受けて、関連施設を訪問した。
　今年のテーマは「持続可能な開発目標（Sustainable Develop-
ment Goals; SDGs）」。2015年９月の国連サミットで採択された
「持続可能な開発のための2030アジェンダ」に掲げられたこの17の
目標は、各国が集結して世界の貧困、不平等、気候変動に取り組んで

いくことを狙いとしている。その特徴は、持続可能な開発を達成するた
めに、全ての国々が、経済成長、社会的包摂、環境保護という3つの主
要素を調和させる必要があると認識していることだ。
　今回のプログラムでは、SDGsが目指すこの「持続可能な社会」を
実現するために、政府、民間企業、市民社会はそれぞれどういった行
動をとるべきなのかについて、専門家の講義を聞きながら参加者同士
で話し合った。その後、参加者たちは、より具体的な４つのサブテーマ
に分かれて議論を重ね、最終日に発表を行った。「ジェンダー平等」や
「SDGs運営における民間企業の役割」など、参加者たちの価値観や
それぞれが置かれている立場によって意見が分かれるサブテーマで
あっただけに、議論が白熱する場面も多々あった。時には夜遅くまで語
り合い、参加者同士で確かな信頼関係を構築していった。
　交流を重ねていく中で特に印象に残ったのは、ドイツの人々の強い
知的好奇心と、多様な価値観を自然に受け入れることができる柔軟
性の高さだ。たとえ相手が異なる価値観を持っていても、また、それが
少数派の意見であっても、それを友情の妨げにしない。むしろ、自分と
異なる考えを持つ人間だからこそ、「面白い」と感じ、もっと相手のこと
が知りたくなる。多数派と少数派の間で上下関係が生まれることもな
く、彼らは自然と平等な立場で意見交換をする。
　SDGsでは、「誰一人取り残さない（Leave no one behind）」と
いう理念が掲げられている。そこには、多様な属性を持つ人々を受け
入れ、互いに尊重し合う重要性が反映されていると思う。今回のフォ
ーラムを通して、ドイツ社会には、このSDGsの理念が既に浸透してい
るという印象を受けた。もちろんフォーラムの参加者だけでドイツの国
柄を判断することはできないだろうし、排他的な国民も一定数は存在
するだろう。しかし、少なくとも今回親しくなったドイツ人の友人たちは、
社会正義に対する強い意識、そして多様性を歓迎する寛容な姿勢を
持っていると感じた。そうした彼らの価値観に触れたことは、「社会的
包摂」という視点から、今の日本を見つめ直す良いきっかけになった。
　今回、「日独ヤングリーダーズ・フォーラム」に参加する機会を与え
て下さったベルリン日独センターの関係者に対して改めて感謝申し上
げたい。このフォーラムに少しでも関心がある方々には、来年以降、ぜ
ひとも応募することを薦めたい。

国際開発センター
International Development Center of Japan

230

http://www.idcj.co.jp
〒108-0075 東京都港区港南1-6-41 品川クリスタルスクエア 12階　TEL. 03-6718-5932   FAX. 03-5781-0910

ドイツと日本の若者が考える“持続可能な社会”
～日独ヤングリーダーズ・フォーラムに参加して～
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